
　
国
際
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
連
盟
主
催
３
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ

ー
ル
の
ク
ラ
ブ
チ
ー
ム
世
界
一
決
定
戦
へ
の
出
場
を
か
け
た
国

際
大
会
の
会
場
に
、
国
内
複
数
の
候
補
地
の
中
で
宇
都
宮
市
が

選
ば
れ
ま
し
た
。
「
官
民
の
協
力
体
制
」
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ

の
実
績
」
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
自
民
党
議
員
会
で
は
、
本
市
の
魅
力
を
世
界
に
発
信
し
て
い

く
大
き
な
機
会
に
な
る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

試合会場に特設コート及び観覧席（約800席）を設置。観戦無料。事前申込不要。

●イベント
バンバ通り会場　　　　日時：７月30日（土）・31日（日）午前11時30分～午後８時30分
オリオンスクエア会場　日時：７月30日（土）・31日（日）午後０時～午後９時

　
自
由
民
主
党
議
員
会
は
、
元
気
で
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く

り
を
め
ざ
し
、
予
算
化
要
望
や
一
般
質
問
な
ど
を
通
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催
に
も
力
を
入
れ
て
き
ま
し

た
。
今
年
は
市
制
１
２
０
周
年
、
そ
の
記
念
の
年
に
「
自
転

車
の
ま
ち
　
う
つ
の
み
や
」
を
象
徴
す
る
「
第
25
回
記
念
　

２
０
１
６
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
」
が

10
月
に
宇
都
宮
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
サ
イ
ク
ル
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
」
は
、
一
周
10
・
３
km
の
コ
ー
ス
を
使

用
し
、
世
界
の
ト
ッ
プ
レ
ー
サ
ー
が
標
高
差
１
８
５
ｍ
の
古
賀
志

林
道
を
14
周
駆
け
上
が
り
ま
す
。
ま
た
、
前
日
に
大
通
り
で
開
催

さ
れ
る
「
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ
プ
ク
リ
テ
リ
ウ
ム
」
は
、
25
回
大
会
を

記
念
し
、
コ
ー
ス
を
西
側
、
東
武
馬
車
道
通
り
付
近
ま
で
延
長
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
コ
ー
ス
延
長
に
よ
り
、
従
来
以
上
に
ハ

イ
ス
ピ
ー
ド
の
戦
い
が
期
待
さ
れ
、
観
戦
者
は
よ
り
迫
力
の
あ
る

レ
ー
ス
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
７
月
に
は
、
三
人
制
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
国
際
大
会

「
２
０
１
６

Ｆ
Ｉ
Ｂ
Ａ

３
×
３

ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
う
つ
の
み

や
マ
ス
タ
ー
ズ
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
自
民
党
議
員
会
で
は
、
引
き
続
き
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
や
市
民

の
健
康
づ
く
り
を
支
え
る
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
に
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。



　市民の方から本紙をはじめとする当会の活動等

に関する数多くのご意見・ご要望等が寄せられて

います。下記にその一部をご紹介します。

・LRTの設置が決まり、一日も早い着工とJR宇都

宮駅西側への延長についても前向きに進めてい

ただくようお願いします。

⇒対応　LRTについては、運営するライトレー

ル株式会社も設立され、今年度の着工に向

けて具体的に進展していくと思われます。

JR宇都宮駅西側への延長については今年度

調査検討する予定になっています。議員団

としても計画が停滞することがないように

一層の努力を続けてまいります。

・宇都宮の無認可保育所での死亡・虐待事故が全

国に報じられ、悲しく思っています。二度とこ

のようなことがないよう、議会でも積極的に対

策を講じて欲しいと思います。

⇒対応　今回の事件については、議員団として

も深刻に受け止めています。子どもの生命

の安全や虐待防止に積極的に取り組んでま

いりますので、市民の皆様の情報提供もよ

ろしくお願いいたします。

・段差があったり、手すりがなかったり、体育館

などの公共施設などで高齢者が利用しにくいと

ころがあります。高齢者が増えていく中、高齢

者にやさしい施設や街の再点検をお願いします。

⇒対応　バリアフリーの環境を整備するよう、

関係機関に伝えるとともに、日常的に高齢

の方々が社会参加できるようなまちづくり

を進めてまいります。　

　今後とも、多くのご意見・ご要望をお寄せくだ

さい。

　
自
由
民
主
党
議
員
会
で
は
、
「
子
育
て
環
境
の
充
実
」
を
平
成
28
年
度
予
算
の
重

点
要
望
項
目
に
掲
げ
る
と
と
も
に
、
市
議
会
第
２
回
定
例
会
一
般
質
問
で
、
熊
本
和

夫
副
会
長
が
待
機
児
童
対
策
へ
の
市
の
具
体
的
な
取
組
を
求
め
る
な
ど
、
子
育
て
環

境
の
充
実
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

H29年度末までの

確保目標数

0人

47人

123人

45人

144人

142人

129人

0人

△2人

628人

北西部区域

西部区域

本庁区域

北東部区域

南東部区域

東部区域

南西部区域

上河内区域

市域全域
（居宅訪問型）

計

※確保目標数は、現時点での推計値

　をもとに算出。

●児童福祉法の理念の明確化
児童は健やかな成長・発達や自立が図ら

れること等の権利を有すること、国、都

道府県、市町村の役割・責務を明確化等

●児童相談所の体制強化等
弁護士の配置、児童福祉司の配置基準の

見直し、児童福祉司の研修義務化、臨検・

捜索手続きの簡略化等

●市町村の体制強化
児童相談所設置自治体の拡大（特別区で

設置可能）、要保護児童対策地域協議会

調整機関への専門職の配置、子育て世代

包括支援センターの法定化等

●被虐待児童への自立支援
18歳以上の者に対する支援の継続、児童

自立生活援助事業の対象者見直し等

【検討規定等】
施行後５年を目途として、任意で設置が

可能な中核市・特別区が児童相談所を設

置できるよう、国はその設置に係る支援

等の必要な措置を講ずる。

　
全
国
の
児
童
相
談
所
に
お
け
る
児
童
虐

待
の
相
談
対
応
件
数
が
年
々
増
加
す
る
中
、

全
て
の
児
童
が
健
全
に
育
成
さ
れ
る
よ
う
、

児
童
虐
待
に
つ
い
て
発
生
予
防
か
ら
自
立

支
援
ま
で
一
連
の
対
策
の
さ
ら
な
る
強
化

等
を
図
る
た
め
、
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。
今
回
の
改
正
で
は
、
児
童
福

祉
法
の
理
念
の
明
確
化
、
児
童
相
談
所
の

体
制
強
化
等
、
市
町
村
の
体
制
強
化
、
被

虐
待
児
童
へ
の
自
立
支
援
―
な
ど
が
明
記

さ
れ
ま
し
た
。

◆
宇
都
宮
市
の
取
組

　
平
成
23
年
４
月
に
要
保
護
児
童
対
策
地

域
協
議
会
の
調
整
機
関
で
あ
る
「
子
ど
も

家
庭
支
援
室
」
を
設
置
し
、
教
職
員
や
保

健
師
、
保
育
士
な
ど
専
門
職
を
配
置
。
児

童
相
談
所
や
学
校
、
警
察
等
の
関
係
機
関

と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
迅
速
か
つ
適
切

な
児
童
虐
待
対
応
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
本
年
４
月
に
は
、
子
育
て
に
関

す
る
身
近
な
相
談
機
関
と
し
て
、
子
育
て

世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
市
内
５
箇
所

に
設
置
。
妊
娠
か
ら
出
産
、
子
育
て
ま
で

の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
通
し
て
、
児
童

虐
待
の
発
生
予
防
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

◆
他
の
先
進
的
取
組

　
香
川
県
の
高
松
高
等
検
察
庁
で
は
、
全

国
で
初
め
て
検
察
庁
主
宰
に
よ
る
児
童
相

談
所
、
警
察
、
医
師
、
市
町
村
、
学
校
等

と
の
情
報
と
意
見
交
換
の
場
を
設
定
し
、

児
童
虐
待
の
再
犯
防
止
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
　
自
由
民
主
党
議
員
会
で

は
こ
れ
ま
で
、
児
童
虐
待

の
防
止
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
他
の

先
進
的
な
事
例
も
参
考
に

し
な
が
ら
、
引
き
続
き
児

童
虐
待
の
防
止
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
で
は
、
平
成
27
年
３
月
、
「
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定

し
、
安
心
し
て
子
供
を
生
み
育
て
ら
れ
る

環
境
を
整
え
て
い
く
た
め
に
「
質
の
高
い

幼
児
期
の
学
校
教
育
・
保
育
の
一
体
的
な

提
供
」
や
「
保
育
の
量
的
拡
大
」
、
「
地

域
に
お
け
る
子
育
て
支
援
の
充
実
」
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
計
画
で
は
、
①
平
成
29
年
度
末
を
目
標

に
待
機
児
童
を
解
消
②
保
育
士
の
確
保
及

び
処
遇
改
善
策
―
を
掲
げ
、
具
体
的
に
は

利
用
定
員
の
見
直
し
や
小
規
模
保
育
事
業

等
の
新
設
、
保
育
士
の
資
質
向
上
や
就
業

定
着
の
た
め
の
研
修
会
、
県
と
共
同
で
の

「
と
ち
ぎ
保
育
士
・
保
育
所
支
援
セ
ン
タ

ー
」
の
設
置
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
こ
の
計
画
の
目
標
と
し
て
、
平
成
29
年

度
末
に
待
機
児
童
を
解
消
す
る
た
め
、
利

用
定
員
の
見
直
し
を
除
く
保
育
の
受
け
皿

と
し
て
９
９
０
人
分
の
確
保
目
標
数
を
掲

げ
ま
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
確
保
目
標
数
に
つ
い
て
は
、

平
成
28
年
４
月
に
お
い
て
は
、
６
２
８
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
（
平
成
27
年
度
の
確

保
数
を
も
と
に
推
定
）
。

　
こ
う
し
た
中
、
平
成
28
年
４
月
１
日
時

点
の
宇
都
宮
市
の
待
機
児
童
数
は
、
29
人

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
的
に
待
機
児
童
が
５
年
ぶ

り
に
増
加
し
た
事
態
を
受
け
て
、
今
年
３

月
、
国
が
緊
急
対
策
を
公
表
。
宇
都
宮
市

で
は
、
国
が
緊
急
対
策
で
示
し
た
①
利
用

定
員
を
超
え
た
柔
軟
な
児
童
の
受
入
れ
②

保
育
を
担
う
多
様
な
資
格
職
等
の
活
用
③

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進
に
よ

る
保
育
士
の
事
務
負
担

軽
減
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

　
宇
都
宮
市
は
、
こ
う

し
た
取
組
に
よ
り
、
一

日
も
早
い
待
機
児
童
解

消
を
目
指
す
こ
と
と
し

て
お
り
、
自
民
党
議
員

会
に
お
い
て
も
、
引
き

続
き
待
機
児
童
解
消
に

向
け
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。



　
―
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
速
達
性
と
定
時
性

を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
は
、
駅
で

の
停
車
時
間
の
短
縮
が
課
題
で
あ

り
、
乗
車
方
式
を
検
討
し
解
決
を

図
る
べ
き
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
で

採
用
し
て
い
る
信
用
乗
車
方
式
は

大
変
有
効
で
あ
り
、
導
入
に
向
け

取
り
組
む
べ
き
。

佐
藤
市
長
　
信
用
乗
車
方
式
は
、

サ
ー
ビ
ス
面
や
運
行
面
に
お
い
て

大
変
有
効
。
芳
賀
町
や
宇
都
宮
ラ

イ
ト
レ
ー
ル
株
式
会
社
、
宇
都
宮

Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
検
討
委
員
会
と

連
携
を
図
り
、
全
国
初
と
な
る
「
宇

都
宮
式
信
用
乗
車
」
の
導
入
に
向

け
検
討
を
進
め
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
宇
都
宮
市
長
選
挙
へ
の
対
応
に

つ
い
て

◆
Ｌ
Ｒ
Ｔ
に
つ
い
て

①
都
市
計
画
決
定
後
の
取
組
②

平
石
中
央
小
学
校
付
近
の
交
差

点
等
の
安
全
・
学
校
機
能
の
確

保
③
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
西
側
へ
の

延
伸
　
な
ど

◆
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
た
都

市
計
画
制
度
の
運
用
に
つ
い
て

◆
一
条
中
学
校
用
途
廃
止
予
定
地

の
利
活
用
に
つ
い
て

◆
宇
都
宮
駅
東
口
地
区
整
備
事
業

に
つ
い
て

◆
待
機
児
童
解
消
に
向
け
た
緊
急

対
策
等
へ
の
対
応
に
つ
い
て

◆
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
　
ほ
か

　
―
突
然
の
自
然
災
害
に
迅
速
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
発
電
シ
ス
テ
ム

を
積
極
的
に
進
め
る
と
と
も
に
、

緊
急
時
の
電
源
確
保
に
備
え
る
こ

と
が
重
要
。
今
後
、
地
域
防
災
拠

点
や
避
難
所
の
電
源
確
保
を
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か
。

佐
藤
市
長
　
災
害
発
生
時
に
、
電

力
が
復
旧
す
る
ま
で
の
間
、
避
難

者
の
安
全
を
確
保
す
る
た
め
、
電

源
確
保
は
大
変
重
要
。
地
域
防
災

拠
点
や
避
難
所
に
お
け
る
電
源
を

確
保
し
、
避
難
者
の
皆
様
の
不
安

を
少
し
で
も
和
ら
げ
ら
れ
る
よ
う
、

万
全
を
期
し
て
い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

①
宇
都
宮
ブ
ラ
ン
ド
戦
略
の
さ

ら
な
る
推
進
②
世
界
に
誇
れ
る

に
ぎ
わ
い
あ
る
観
光
拠
点
づ
く

り
③
北
西
部
地
域
の
活
性
化

◆
安
全
・
安
心
な
子
育
て
環
境
に

つ
い
て

①
冒
険
活
動
セ
ン
タ
ー
敷
地
内

に
お
け
る
土
壌
調
査
②
森
林
公

園
少
年
自
然
の
家
の
整
備

◆
保
健
・
福
祉
の
推
進
と
救
急
体

制
に
つ
い
て

①
産
後
う
つ
対
策
②
地
域
療
養

支
援
体
制
の
整
備
③
救
急
車
搬

送
の
時
間
短
縮

◆
地
域
を
活
性
化
す
る
伝
統
文
化

の
活
用
に
つ
い
て

　
―
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み
や
病
院

経
営
譲
渡
に
つ
い
て
、
地
域
住
民

は
困
惑
し
て
い
る
。
連
合
自
治
会

で
も
地
域
の
判
断
と
し
て
意
見
集

約
を
は
か
る
こ
と
は
難
し
い
の
で

は
な
い
か
。
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
う
つ
の
み

や
病
院
の
現
在
の
役
割
を
踏
ま
え
、

市
は
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
よ

う
と
考
え
て
い
る
の
か
。

本
橋
保
健
福
祉
部
長
　
地
域
の
皆

様
や
市
医
師
会
の
意
見
を
踏
ま
え
、

県
と
も
相
談
し
な
が
ら
対
応
し
て

い
く
。

―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て

①
避
難
所
の
見
直
し
②
防
災
拠

点
や
イ
ン
フ
ラ
の
災
害
対
応
力

強
化
③
避
難
所
単
位
で
の
事
前

の
備
え
④
災
害
時
の
住
ま
い
の

確
保
⑤
災
害
廃
棄
物
処
理
に
関

す
る
連
携

◆
教
育
に
つ
い
て

①
新
教
育
長
と
し
て
の
意
気
込

み
②
問
題
の
根
本
的
な
要
因
の

把
握
と
そ
の
問
題
へ
の
対
応
③

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
内
容
充

実
◆
農
業
政
策
に
つ
い
て

◆
特
色
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

①
快
適
な
移
動
が
で
き
る
乗
り

か
え
②
Ｌ
Ｒ
Ｔ
平
出
町
停
留
場

及
び
車
庫
の
活
用
③
中
央
卸
売

市
場
の
振
興
策
　
ほ
か

◆
地
域
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て

　
―
姿
川
地
区
の
総
合
ス
ポ
ー
ツ

ゾ
ー
ン
周
辺
の
今
後
予
想
さ
れ
る

交
通
渋
滞
に
対
し
、
道
路
整
備
を

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の
か
。

田
辺
建
設
部
長
　
旧
競
馬
場
西
側

交
差
点
の
右
折
レ
ー
ン
設
置
な
ど

３
箇
所
の
交
差
点
改
良
を
行
う
こ

と
と
し
て
お
り
、
測
量
及
び
設
計

等
を
進
め
て
い
る
。
今
後
と
も
周

辺
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
―
そ
の
他
の
質
問
項
目
―

◆
市
長
の
政
治
姿
勢
に
つ
い
て

・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
た
市
民

や
事
業
者
の
理
解
促
進
　
ほ
か

◆
高
齢
者
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く

り
に
つ
い
て

①
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
②
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
推
進
体
制
の
整
備

◆
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
機

能
強
化
に
つ
い
て

①
適
切
な
人
員
体
制
の
確
保
②

地
域
会
議
の
充
実
強
化
　
ほ
か

◆
介
護
施
設
な
ど
に
お
け
る
生
活

相
談
員
の
資
格
要
件
に
つ
い
て

◆
障
害
者
差
別
解
消
法
施
行
に
伴

う
ヘ
ル
プ
カ
ー
ド
の
普
及
啓
発

に
つ
い
て

◆
自
然
災
害
に
よ
る
農
業
被
害
か

ら
の
復
旧
状
況
と
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

◆
放
置
自
転
車
対
策
に
つ
い
て

　市民の多くの皆様が期待するLRT事業が、その
事業実施に向け、着実に進んでいます。
　都市計画審議会においても、慎重な審議が行わ
れ、都市計画決定の運びとなり、5月31日には告
示となりました。
　また、LRTの沿線となる「ゆいの杜」に小学校
を新設することも決まりました。この地域は「LRT
効果」により、今後とも、さらなる人口増が見込
まれています。
 今まで、多くの方々からの要望がありました。
それらを受け、市執行部、そして市議会で多くの
時間を費やし、実施方法やルート、様々な課題に
対して、議論を積みかさねてまいりました。今後
とも、LRT事業を通して、本市が「未来に向かって、
輝ける都市」となるような議論を着実にしてまい
ります。

◆都市計画の手続等経緯
平成28年
1月19日�都市計画素案の縦覧（2月2日まで）
2月21日�公聴会の開催
2月26日�都市計画審議会の開催
3月11日�都市計画案の縦覧（3月25日まで）
4月28日�都市計画審議会委員によるLRTに係る
� 勉強会・現地調査
5月26日�都市計画審議会の開催
5月31日�都市計画変更告示

◆都市計画の目的
　都市計画の目的とは、都市の健全な発展と秩序あ
る整備を図り、もって国土の均衡ある発展と公共の
福祉の増進に寄与することである。

◆都市計画の意義
１　都市の将来像を実現するためには必要な施設整
備の区域や内容を示し、明示することにより、長
期的視点に立って計画的かつ着実に都市整備の実
現を図る。
２　土地利用規制・誘導やほかの都市施設の計画と
整合させることにより、都市全体としての総合性

・一体性を確保することにある。
３　都市にとって必要な施設の配置・規模などの計
画を広く市民に提示することにより、市民の理解
と協力を得て、円滑な合意形成を図ることにある。

◆LRTを都市計画決定する理由
 「ネットワーク型コンパクトシティ」を実現して
いくためには、誰もが快適に移動できるようにする
ことが重要であり、階層性のある公共交通ネットワ
ークの構築に取り組んでいる。
　そのような中、LRTはその中心を担う東西基幹公
共交通軸であり、LRTを本市の将来における必要不
可欠な施設整備として、その区域・内容を明示する
ことで、計画的かつ着実に都市整備の実現を図るこ
とができるため。
　また、都市全体として、LRTに関わる土地利用規制、
誘導や他の都市施設の計画と連携したまちづくりを
図ることができるため。

◆今後の取組
・「都市計画事業認可」や「工事施工認可」の取得
に向けた手続き
・事業用地に該当する土地・建物の所有者などへの
説明・事業への協力依頼
・市民理解の促進（LRT沿線のまちづくり、公共交
通との連携など）

　ロンドン（イギリス）でも、LRTが走っています。
地下鉄やバスなど公共交通機関がめぐらされ、市民
の足となっています。
　特徴は、信用乗車方式を採用しているところです。

また、全ての停留
所がバリアフリー
化され、自転車の
持ち込みもできる
（一部制限あり）
など、本市にも参
考になるLRTです。



　宇都宮市議会は６月10日から６月30日までの21日間の会期で

平成28年第２回定例会を開き、平成28年度宇都宮市一般会計補

正予算及び平成28年度宇都宮市下水道事業会計補正予算、宇都

宮市税条例等の一部改正など、市執行部から提出された19議案

を原案通り可決しました。

【市執行部提出議案】

●専決処分承認案１件

●宇都宮市監査委員の選任について

●宇都宮市固定資産評価審査委員会委員の選任について　２件

●平成28年度宇都宮市一般会計補正予算及び平成28年度宇都宮市

下水道事業会計補正予算

●宇都宮市税条例等の一部改正

●宇都宮市コミュニティセンター条例及び宇都宮市生涯学習セン

ター条例の一部改正

●宇都宮市手数料条例の一部改正 （コンビニエンスストア等に

おける印鑑登録証明書等の交付手数料の新設）

●宇都宮市幼保連携型認定こども園の学級の編制，職員，設備及

び運営に関する基準を定める条例等の一部改正（保育所等にお

ける保育教諭及び保育士の要件に係る特例の整備等）

●宇都宮市道路の構造の技術的基準を定める条例の一部改正

●宇都宮市地区計画区域内における建築物の制限に関する条例の

一部改正

●宇都宮市水道事業及び下水道事業の設置等に関する条例の一部

改正

●宇都宮市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の一部改正

●宇都宮市文化財展示施設条例の一部改正（上河内民俗資料館の

移設）

●宇都宮市議会議員及び市長の選挙における選挙運動の公費負担

に関する条例の一部改正

●財産の取得について

●市道路線の認定及び廃止について

�＝以上原案通り可決

●「宇都宮市介護事業計画にっこり安心プラン」は、安心プラン

ではないので名前にふさわしい計画に見直すことを求める陳情

� ＝不採択

●陳情書の扱いを規定した議会運営委員会の運営に関する申し合

わせの見直しを求める陳情� ＝不採択

●「川の日を国民の祝日に定めること」を求める意見書の提出に

関する陳情� ＝採択

●都市計画事業認可申請についての陳情� ＝不採択


